
鉄道用超電導ケーブル鉄 導

【概要】

鉄道のき電線への応用を想定し通常時連続運転で使用できる直流

超電導ケ ブルの開発を進めています 大容量を想定した1 5kV/8kA超電導ケーブルの開発を進めています。大容量を想定した1.5kV/8kA

級のプロトタイプの液体窒素温度での通電試験では、導体部、シール

ド部ともに8kA以上の通電電流を得られました。また、冷媒経路を持た

せるために空芯（フォーマ）のアルミパイプに巻線しています。

【特徴】

超電導材料は物性上、直流で高い定格電流値を示す特徴を備えて

いるため、大都市部の通勤路線のき電線に超電導ケーブルの敷設を

想定した場合は電圧降下の低減と同時に変電所数の削減が期待でき

ます。

超電導ケーブル試験装置

【用途】

電気鉄道のき電線等



使用線材 ビスマス系（Bi-2223）超電導線材

外径 56mm

超電導ケーブルサンプルの仕様

外径 56mm

長さ 5m

ケーブル臨界電流値 DC8kA以上（液体窒素中）

荷電特性 1500V

フォーマ(アルミパイプ) 31φ×35φ
銅保護層(往路) 41.3φ

導体層 43.7φ

絶縁層 49.1φ

シールド層 51.7φ

銅保護層(帰路) 43.4φ

コア保護層 55.9φ

問合 先

８ｋA級のき電用超電導ケーブル(外観と断面図）
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